開 催 趣 意 書（案）
　近年、都市化の進展や核家族化、少子化、地域社会における人間関係の希薄化、さらには、情報器機やゲーム機の普及等によりライフスタイルが変化する中で、家庭や地域の教育力が低下し、子供たちが日常の様々な「体験」「経験」の中で、多くの人と関わり、社会のルールや自ら考え行動する習慣を身に付けていく事が少なくなっています。
　（社）鳥取青年会議所は、このような状況を踏まえ、過去３年間異年齢交流事業昨年は、青少年育成事業として身近な親子を切り口に「親子の絆」を育む事業を展開してまいりました。
　私達としては数年間を見通して計画的、継続的に子供達が主役となる活動を通して経験を積んでもらい、子供達の活動を暖かく見守り、必要に応じて励まし、支える事が大切だと考えます。

子供達は、仲間・地域の人と共に郷土を学び、更なる愛着・誇りを育めていける事、そして、その地域の環境や観光資源そのものが子供達を育て、成長させていくという意味合いを「環育」と定義付け、本事業を推進していきます。
また、第１回勉強会から発表会までを一連の事業とする事で、自信を持って「個」を輝かせながら自ら考えて行動する力を育み将来のリーダーとしての一歩を踏み出すきっかけに繋げたいと考えます。
リーダーとは、単年で育つものではありません。たくさんの体験を通して経験を糧に一歩ずつ積み重ねる事で、自分自身が変わり、そして自然に成長していくものだと考えます。３年後には、自発的に自分たちの住む地域のために自信を持って参加し、大人達と協働している姿、そして９年後以降には、因幡地域を代表する英知・勇気・情熱を持ったオピニオンリーダーへと成長し、地域・人を引っ張り活躍している姿を将来像に置きながら事業を展開していきたいと思います。

　何卒ご理解、ご協力の程、宜しくお願いいたします。
2011年7月吉日
（社）鳥取青年会議所
理事長　山根康穂
青少年育成委員会
委員長 谷口 道明
